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内容項目

SB C&S VMware by Broadcom テクニカルサポートセンター窓口名称

• Web:Broadcom Support Portal（以降:BSP）
• メール:vmware@supportweb.jp
• 電話:03-4241-5052

（重大度:Severityレベル＝１のお問い合わせのみ対応）

※ 初回のお問い合わせは BSP より実施いただきます。
メールでのご対応は BSP でのケース起票後となります。（メールで初回お問い合わせをいただいても、受信できません。）

対応方法

平日 9:00 ～ 17:30（月～金、ただし、祝日および当社の休日を除く）
※ 重大度:Severityレベル＝1のお問い合わせは、24時間365日対応いたします。

営業時間

原則日本語、一部時間帯は英語（詳細後述）対応言語

サポート窓口情報
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サポート内容
内容項目

対象製品に対する、以下のような技術サポートを提供いたします。
※ 詳細な対応範囲は、メーカー提供範囲 に準拠します。

• 障害復旧のサポート
• インストールできないなどのインストールサポート
• 想定外動作に関するサポート
• セキュリティアドバイザリーに関するお問い合わせ
• 製品ドキュメント、KB に関するお問い合わせ

ご提供内容

以下のような内容は対象範囲外になりますので、ご了承ください。
※ 詳細な対象範囲外内容は、上記メーカー提供範囲をご参照ください。

• Broadcom Support Portal のアカウントや使い方に関するお問い合わせ
• インストールやアップグレード、設定変更等の実作業
• コンサルティング要素を含むお問い合わせ
• オンサイトサポートや報告書の作成・ご提出

ご提供範囲外
内容
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以下いずれかに合致する調達が、本サポートの対象となります。

サポート対象調達

StrategicCorporateCommercial製品調達時期#

ーー対象次ページ記載の製品2024年5月以前1

ーー対象VVEP:VMware vSphere Essentials Plus

2024年6月～2024年9月の間2
ーー対象VVS:VMware vSphere Standard

ーー対象VVF:VMware vSphere Foundation

ーー対象VCF:VMware Cloud Foundation

対象ー対象VVEP:VMware vSphere Essentials Plus

2024年10月中3
対象ー対象VVS:VMware vSphere Standard

対象ー対象VVF:VMware vSphere Foundation

ーーーVCF:VMware Cloud Foundation

対象ー対象VVS:VMware vSphere Standard

2024年11月中4
対象ー対象VVEP:VMware vSphere Enterprise Plus

対象ー対象VVF:VMware vSphere Foundation

ーーーVCF:VMware Cloud Foundation

対象対象対象VVS:VMware vSphere Standard

2024年12月以降5
対象対象対象VVEP:VMware vSphere Enterprise Plus

対象対象対象VVF:VMware vSphere Foundation

ーーーVCF:VMware Cloud Foundation

対象対象対象VVEP:VMware vSphere Enterprise Plus

2025年4月以降6 対象対象対象VVF:VMware vSphere Foundation

ーーーVCF:VMware Cloud Foundation

対象対象対象VVF:VMware vSphere Foundation
2025年11月以降7

ーーーVCF:VMware Cloud Foundation

※ メーカーの有償サポートをご契約のお客様は、本窓口ではなく有償サポートの窓口にお問い合わせください。
※ Horizon バンドルの製品をご利用のお客様は、本窓口ではなく Omnissa 社のサポートの窓口にお問い合わせください。
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メーカーからの納品メール（Broadcom Software delivery:以下BSD）の Support Provider Information 欄に弊社の名前が記載されている製品が対象製品です。
2024年5月時点でメーカーより共有されている対象製品リストは以下の通りです。なお、BSD の記載と差異がある場合は、BSD の記載が正となります。
対応言語は メーカーポリシー に準拠します。本書記載内容とメーカーポリシーに差異がある場合は、メーカーポリシーが正となります。

対応言語（電話） #電話対応は Sev1 のみです。対応言語（BSP / メール）正式名称No.

24時間365日日本語で対応します。24時間365日日本語で対応します。VMware vSphere（有償版のみ）1

24時間365日日本語で対応します。24時間365日日本語で対応します。VMware vCenter Server2

24時間365日日本語で対応します。平日休日とも、9:00 ～ 17:30 は日本語で対応します。夜間は英語対応（※）となります。VMware vSAN3

24時間365日日本語で対応します。平日休日とも、9:00 ～ 17:30 は日本語で対応します。夜間は英語対応（※）となります。VMware NSX4

24時間365日日本語で対応します。平日休日とも、9:00 ～ 17:30 は日本語で対応します。夜間は英語対応（※）となります。VMware vSphere Replication5

24時間365日日本語で対応します。平日休日とも、9:00 ～ 17:30 は日本語で対応します。夜間は英語対応（※）となります。VMware Live Site Recovery6

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Operations7

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Operations for Logs8

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Operations for Networks9

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Suite Lifecycle10

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Cloud Director11

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware HCX12

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Live Cyber Recovery13

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。SDDC Manager14

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。Skyline15

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Automation16

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Aria Automation Orchestrator17

24時間365日日本語で対応します。営業時間のみ日本語で対応します。夜間休日帯は英語対応（※）となります。VMware Data Services Manager18

24時間365日日本語で対応します。英語対応（※）となります。VMware Fusion（有償版のみ）19

24時間365日日本語で対応します。英語対応（※）となります。VMware Workstation（有償版のみ）20

24時間365日日本語で対応します。英語対応（※）となります。VMware Tanzu Kubernetes Grid21

※ ご質問本文は必ず英語で記載いただけますようお願いいたします（本文以外は日本語でお願いいたします）。弊社からの回答本文は、英語で対応させていただきます。（本文以外は日本語で対応）

サポート対象製品・対応言語
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お客さま
SB C&S 

VMware by Broadcom
テクニカルサポートセンター

※重大度1のみ

VMware
サポートチーム

電話

エスカレーション

BSP / メール

サポート体制・問い合わせの流れ

1. BSP でケース起票いただく

2. ケース起票の旨、電話でご連絡いただく

3. その後のやりとりは BSP / メール / 電話 で行う

重大度:Severity レベル １ 重大度:Severity レベル ２、３、４

1. BSP でケース起票いただく

2. その後のやりとりは BSP / メール で行う

＜お問い合わせの流れ＞
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重大度:Severity レベルの定義は以下となります。（メーカー公開の定義に準拠）

お問い合わせ内容に応じて定義表に従いセンター内で優先度を定めて対応させていただきます。

※ 重大度:Severityレベル＝1でお問い合わせいただく場合は、BSP にてケース起票後、電話連絡をお願いたします。

※ なお、本書記載内容とメーカーポリシーに差異がある場合は、本書記載内容が正となります。

電話対応対応時間一次応答
目標時間定義重大度:

Severity レベル

〇24/36530分以内

本番サーバーまたはその他のミッションクリティカルなシステムがダウンしており、回避策がすぐに利用できない。
(1）ミッションクリティカルなデータの全体または大部分が重大な損失または破損のリスクにさらされている。
(2)サービスの大部分が喪失された状態。
(3)ビジネスの運営に重大な混乱が生じている。
※本重大度の対応に際しては、甲において専任の担当者を選出頂くものとします。

オンプレミス製品

1
サービスの使用に重大な影響を与える重大な問題。この状況では、ビジネスの運営が停止し、手順化された回避策がない。
(1)サービスが停止または利用できない状態。
(2)データが破損または喪失し、バックアップから復元する必要がある。
(3)対象ソフトウエアの重要な機能が利用できない。

クラウドサービス製品

×平日9:00 
～ 17:302営業時間以内

主要な機能が著しく損なわれる問題が発生している。
(1)⾧期的な生産性に悪影響が及ぶ可能性があるが、一部の操作は制限された方法で続行できる。
(2)主要なマイルストーンが危険にさらされている。進行中のインストールにも影響がある。
(3)一時的な回避策が利用できる。

オンプレミス製品

2
主要な機能に影響があり、重大なパフォーマンスの低下が発生している。この状況は、ビジネスの一部に高い影響を与えて
おり、合理的な回避策が存在しない。
(1)サービスは稼働しているが、使用に重大な影響を与えるほどの著しいパフォーマンスの低下がある。
(2)対象ソフトウエアの重要な機能が利用できず、回避策もないが、一部の操作は制限された状態で継続できる。

クラウドサービス製品

×平日9:00 
～ 17:304営業時間以内

ソフトウエアの一部の機能が一時的に失われているが、重大な影響はない。
(1)一部のコンポーネントの操作に制限があるが、対象ソフトウエアを継続利用できる。
(2)初期のインストールのマイルストーンのリスクは最小限。

オンプレミス製品

3
サービスの使用に一部の制限があり、ビジネスは機能しているが中程度から低い影響がある。一時的な回避策は利用可能だ
が、拡張性はない。クラウドサービス製品

×平日9:00 
～ 17:308営業時間以内

見た目上の問題やドキュメントの記載誤りなどの一般的な利用に関する質問。オンプレミス製品

4 日常的な技術的問題に関する問い合わせ。
(1)アプリケーションの機能、ナビゲーション、インストール、または設定に関する情報が求められる。
(2)バグが一部のユーザーに影響を与えている。回避策が利用できる。

クラウドサービス製品

重大度:Severity レベル
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＜サポートサービス規約＞
• 資料名:VMware by Broadcomサポートサービス規約

＜新規ケース作成方法＞
Broadcom Support Portalでの新規問い合わせは、新規アカウント作成が必要となります。
以下の手順を参照しご登録し、ケース申請をお願いいたします。

• Step1． Broadcom サポートポータルとコミュニティにアカウントを登録する
• Step2． 初めてSIte IDを紐づける場合 もしくは すでにSiteIDが紐づいていて、追加で紐づける場合
• Step3． Broadcom サポートポータルでケースを作成および管理する方法

＜Broadcomカスタマーケア＞
上記、アカウント登録がうまくいかない場合、以下の窓口へお問い合わせ願います。

• WEBサイト:Broadcomカスタマーケア
• 電話 :03-6634-4963

※カスタマーケアではテクニカルサポートはできませんことご承知おきください。

参考資料
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Appendix
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サポートプロバイダーの確認方法:サマリ
• サポートプロバイダーの主要な確認方法は、以下の通りです。

既存契約
(2024年6月19日以前の購入分)

新規契約
(2024年6月20日以降の購入分)

方法#

確認不可
(BSD が送信されない)

確認可能BSD で確認1

確認可能確認可能BSP で確認2

※ BSD（Broadcom Software delivery）:メーカーからの納品メール
※ BSP（Broadcom Support Portal）:メーカーサポートポータル
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サポートプロバイダーの確認方法:BSD で確認
• BSD を確認 （件名:Broadcom Software delivery for Contract # XXXXXXXX）※”XXXXXXXX” は契約毎に異なる。

• メール中の「Support Provider Information:」に、サポートプロバイダー情
報が記載されている
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サポートプロバイダーの確認方法:BSP で確認（1/5）
• BSP にログインする
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サポートプロバイダーの確認方法:BSP で確認（2/5）
• My Entitlements を選択
• ログインアカウントに紐づく契約（サイト）一覧が表示される
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サポートプロバイダーの確認方法:BSP で確認（3/5）
• 対象の契約（サイト）明細をクリック
• 契約に紐づく製品一覧が展開される
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サポートプロバイダーの確認方法:BSP で確認（4/5）
• 対象の製品明細をクリック
• Serial Number 一覧が展開される
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サポートプロバイダーの確認方法:BSP で確認（5/5）
• Serial Number 一覧が展開されるので、対象の Serial Number の「Cases」
列（ マーク）にマウスオーバー

• サポートプロバイダー情報が、ポップアップで表示される（Supported by XX）
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